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第28回 笠置町
教育長杯GB大会
開催日 10月７日（月）
会　場 �笠置いこいの館�

ゲートボール場

大会結果優　勝：Ａチーム
　　　 準優勝：Ｃチーム
　　　 ３　位：Ｂチーム

第39回 和束町
老人クラブGB大会
開催日 10月２日（水）
会　場 東和束ゲートボール場
大会結果優　勝：杣田Ｂチーム
　　　 準優勝：杣田Ａチーム
　　　 ３　位：湯船チーム
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楽しんで、打つ―
　プレイボールの合図で、ボールを打つことからスタートするこのスポーツは、

ゲートにボールを通過させることで獲得するポイントを競い合います。

　ボールの行方によって作戦を変えることから、経験と知識が必要となりますが、

勝利の秘訣は楽しんで打つこと。

　残暑厳しい中、熱戦を繰り広げられたみなさんのベストショットを集めました。

第45回 南山城村
老人クラブGB大会
開催日 ９月３日（火）
会　場 南山城村第２グラウンド（田山）
大会結果優　勝：田山老人寿会チーム
　　　 準優勝：高尾老人楽寿会チーム
　　　 ３　位：�月ケ瀬ニュータウン千歳会チーム
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最
高
の
秋
晴
れ
と
な
っ
た
10
月
12
日（
土
）、
各
小
学
校
で

運
動
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ラ
イ
バ
ル
に
負
け
な
い
よ
う
全
力
で
走
る
児
童
た
ち
は
、

抜
き
つ
抜
か
れ
つ
の
大
接
戦
を
展
開
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に
一
生
懸
命
取
組
む
姿
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
に
笑
顔
と
元
気
を
届
け
ま
し
た
。

全
力
で
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走
る
―
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まち・むら
topics

　

南
山
城
村
は
8
月
27
日（
火
）、
東
京
都
板
橋
区
に
あ
る「
ハ

ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街
振
興
組
合
」と
村
産
品
の
販
売
や

観
光
誘
客
・
交
流
促
進
な
ど
を
目
的
と
し
た
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

　
商
店
街
に
は
常
設
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
全
国
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
シ
ョ
ッ
プ
と
れ
た
て
村
」が
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら

優
れ
た
商
品
を
取
り
寄
せ
販
売
さ
れ
て
お
り
、
南
山
城
村
の
産

品
は
8
月
か
ら
販
売
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
で
は
、
同
組
合
お
よ
び
板
橋
区
と
南
山
城
村
と
が
、

こ
の
協
定
の
も
と
、
産
品
の
販
売
を
は
じ
め
と
し
交
流
を
深
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
店
舗
で
は
、
平
沼
村
長
が
お
客
様
へ
お
茶
を
手
渡
し
な
が
ら
、

新
規
参
入
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

東
京「
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店
街
」で

産
品
の
販
売
が
ス
タ
ー
ト

南山城村

　

9
月
13
日（
金
）、
グ
リ
ン
テ
ィ
和
束
で
第
70
回
和
束
町
茶
品

評
会
が
開
か
れ
、煎
茶
48
点
、て
ん
茶
34
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

11
人
の
審
査
員
に
よ
り「
煎
茶
の
部
」「
て
ん
茶
の
部
」で
そ
れ
ぞ

れ
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、
左
記
の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
、

12
月
7
日（
土
）に
開
か
れ
る
和
束
町
茶
業
関
係
表
彰
式
に
お
い

て
表
彰
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

煎
茶
の
部

　
1
等
1
位　
畑　
　
広
晟　
京
都
府
知
事
賞

　
1
等
2
位　
杉
本　
長
成　
京
都
府
茶
業
会
議
所
会
頭
賞

　
1
等
3
位　
大
西　
　
巧　
京
都
府
茶
生
産
協
議
会
長
賞

　
1
等
4
位　
籠
嶋　
　
渉　
山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
長
賞

て
ん
茶
の
部

　
1
等
1
位　
森
本　
千
春　
京
都
府
知
事
賞

第
70
回
和
束
町
茶
品
評
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た

和束町
　

和
束
町
が
加
盟
し
て
い
る「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」連
合
で
は
、
令
和
２
年
か
ら
10
月
4
日（
連
合
設

立
日
）を「
美
し
い
村
の
日
」と
し
て
制
定
し
、「
ビ
ュ

ー
テ
ィ
フ
ル
デ
ー
」と
名
づ
け
て
美
し
い
村
運
動
の

原
点
で
あ
る
、
村
を
綺
麗
に
す
る
活
動
や
村
の
文
化

を
継
承
す
る
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
10
月
2
日（
水
）に
美
し
い
村

連
合
旗
の
掲
揚
と
町
職
員
に
よ
る
町
内
の
清
掃
活
動

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
今
後
も「
美
し
い
村
」加
盟
町

村
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
、
美
し
い
村
運
動
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

日
本
で
最
も
美
し
い
村

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
デ
ー
を
お
こ
な
い
ま
し
た

道の駅のオリジナル商品がいつでも購入できます。今後、取り
扱い産品を増やすことを検討中です。

協定を終えた同組合の伊崎理事長 （左）と平沼村長（右）
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和束町史編さんだより
�第29回 明治初期の和束天満宮祭礼

　和束天満宮では毎年10月にお祭りが行われていますが、今のところ最も古い記録は明治９年（1876）の
ものになります。それを見ると村（現在の大字）ごとに座割（席割）があり毎年変わること、熊野神社から天
満宮本殿に神輿が移動すること、稚児が出ることなどが確認できます。
　明治時代は15ヶ村が祭礼に参加していました。現在の和束では天満宮
の祭礼に参加しない区もありますが、明治時代では和束の全ての村が参加
しています。その15ヶ村の中には「新田」がいます。この新田は現在井手
町の田村新田のことです。明治22年（1889）まで田村新田は和束の村だっ
たので、明治22年までは和束天満宮のお祭りに参加していたのでしょう。
　稚児も全ての村から出ていたわけではなく、その年の当番５ヶ村から出
ていたこと、その当番５ヶ村だけが仮屋を使っていたことも図から分かり
ます。
　過去から毎年続いているお祭りも時代によって少しずつ変化しているの
です。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課　和束町史編さん室
　　☎ 0774・74・8952
　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

明治９年天満宮祭礼座割
（和束天満宮蔵）

教
育

Ed u catio n

ゆるふる部活動「ボルダリング体験」
　10月５日（土）、今後の中学校部活動を検討する相楽東部広域連合教育委員会が、そ
の一環として京都笠置クライミングクラブの協力を得てボルダリング体験事業をおこ
ないました。連合管内の小・中学校の児童・生徒20名がエントリーし、秋晴れの下で、
巨岩を相手に出された縦ルート・横ルートの課題を克服しようと、頭と身体を使って
果敢にチャレンジしていました。登り切った時には思わずポーズが。「百聞は一見にし
かず（自分で見なければ本当のことはわからない）」・「百見は一考にしかず（いくら見
ても自分で考えなければ意味がない）」・「百考は一行にしかず（どんなに考えても行
動しなければ前に進まない）」と言われるように、「体験」は成長にとって貴重な場とな
っています。
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安心安全
ほっ犯罪被害者支援活動について

◆�11月25日（月）から12月１日（日）までは「犯罪被害者週間」です。
　～社会全体で被害者やそのご家族を支えましょう～
　○犯罪被害者等の抱えるさまざまな問題
　　被害者やそのご家族には
　　・�被害に遭ったことによる精神的ショックや身体の不調
　　・通院・医療費などの経済的負担
　　・�捜査や裁判の過程における精神的・時間的負担
　　・�周囲の心ない言葉やマスコミの取材などによるストレス
　　などさまざまな問題が起こります。
　　このような問題は総じて「二次的被害」といわれています。
　○理解と共感
　　被害者の心の傷の回復には、周囲の理解と共感がとても大切です。
　　・�周りの人たちは、被害者を「責めたり」、「無理に励ましたり」することは避けましょう。
　　　�被害に遭われた方が再び平穏な生活に戻れるよう、みなさんのご理解と二次的被害への配慮をお願いします。

◆犯罪被害に遭われた方へ
　�　犯罪被害に遭われた方の精神的・経済的負担の軽減を図るため、
　　・犯罪被害給付制度…国が犯罪被害者等給付金（遺族・重傷病・障害給付金）を支給する制度
　　・公費負担制度…身体犯における初診料・診断書料等、性犯罪における初回処置料等を公費で負担する制度
　　・カウンセリング制度…心理カウンセラーによるカウンセリングを受けることができる制度
　　などさまざまな制度があります。
　　詳しくは警察本部や木津警察署にお問合せください。
�問京都府木津警察署　☎0774・72・0110

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
ま
た
は
来
所
）

�

☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

�

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

日
月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所�

木
津
川
市
木
津
上
戸
15�

相
楽
会
館
１
階�

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
高
齢
者
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
が
、相
楽
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
で
も「
高
齢
の
母
が
通
販
や
電
話
勧
誘
で
買
い
物
を
繰
り
返
し
て
お

り
、今
後
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。」と
い
う
相
談
等
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
と
高
齢
者
を
見
守
る
み
な
さ
ん
に
、
特
に
気

を
付
け
て
ほ
し
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
10
選
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。左
記
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

❶
屋
根
や
外
壁
、
水
回
り
な
ど
の
住
宅
修
理�

❷
保
険
金
で
住
宅
修
理
で
き
る

と
勧
誘
す
る
保
険
金
の
申
請
サ
ポ
ー
ト�

❸
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
、
電

力
・
ガ
ス
の
契
約
切
替�

❹
ス
マ
ホ
の
ト
ラ
ブ
ル�

❺
健
康
食
品
や
化
粧
品
、
医

薬
品
な
ど
の
定
期
購
入�

❻
パ
ソ
コ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
詐
欺�

❼
架
空
請
求
、
偽
メ

ー
ル
・
偽
S
M
S�

❽
在
宅
時
の
突
然
の
訪
問
勧
誘
、
電
話
勧
誘�

❾
不
安
を
あ

お
る
、
同
情
や
好
意
に
つ
け
こ
む
勧
誘�

❿
便
利
で
も
注
意
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
販

見
守
り
例
：
家
の
様
子
➡
⃝
家
に
見
慣
れ
な
い
人
が
出
入
り
し
て
い
な
い

か�⃝

家
に
見
慣
れ
な
い
も
の
、
未
使
用
の
も
の
が
増
え
て
い
な
い
か�

本
人

の
様
子
➡
⃝
定
期
的
に
お
金
を
ど
こ
か
に
支
払
っ
て
い
る
形
跡
は
な
い
か�

⃝
生
活
費
が
不
足
し
た
り
、
お
金
に
困
っ
て
い
た
り
す
る
様
子
は
な
い
か�

⃝
何
か
を
買
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
な
い
な
ど
、判
断
能
力
に
不
安
を
感
じ
る

こ
と
は
な
い
か

　
不
安
に
思
っ
た
場
合
は
、す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し
ま
し
ょ

う（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
へ
は
、
家
族
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
職
員
か
ら
で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。身
近
な
方

が
ト
ラ
ブ
ル
に
気
付
い
た
場
合
は
、で
き
る
だ
け
早
く
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。）

高
齢
者
と
見
守
る
方
に

気
を
付
け
て
ほ
し
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

犯罪被害者等支援
シンボルマーク

「ギュっとちゃん」
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指名手配被疑者の検挙にご協力を

　警察では、総力を挙げて、指名手配被疑者の検挙
に向けた追跡捜査を強化しており、中でも警察庁が
指定した被疑者については、顔写真等を公開し、広
く情報を求めています。
　写真に似た人物を見かけた際は、警察への通報を
お願いします。
�問木津警察署刑事課　☎0774・72・0110

防
犯
プ
レ
ー
ト
の

無
償
配
布
に
つ
い
て（
3
町
村
）

～
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
者
お
よ
び
設
置
予
定
者
限
定
～

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
個
所
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、

犯
罪
者
を
寄
せ
付
け
な
い
、
あ
る
い
は
犯
罪
を
起
こ
さ
せ

な
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
が
極
め
て
重
要
で
、
現
在
、
京

都
府
警
察
で
は
、
犯
罪
抑
止
を
強
化
す
る
た
め
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
促
進
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
安
全
安
心
な
地
域
の
実
現
に
向
け
、
ぜ
ひ
防
犯
カ
メ
ラ

の
設
置
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

配
布
対
象
者
左
記
の
２
条
件
を
満
た
す
方

　
　
　
〇�

相
楽
東
部
地
域（
笠
置
町・和
束
町・南
山
城
村
）

で
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
方

　
　
　
　
※
個
人
・
法
人
、
カ
メ
ラ
の
性
能
問
わ
ず

　
　
　
　
※
設
置
予
定
者
含
む

　
　
　
〇�

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
場
所
の
登
録
、
事
件
・
事
故

発
生
時
に
防
犯
カ
メ
ラ
映
像
の
警
察
へ
の
提
供

に
ご
協
力
し
て
頂
け
る
方

配
布
物
防
犯
プ
レ
ー
ト（
反
射
材
付
）　

　
　
　

�「
防
犯
カ
メ
ラ
作
動
中
！
」等
表
示
さ
れ
た
プ
レ
ー

ト（
縦
20
㎝
、
横
8
㎝
大
）

申�

・
問�

京
都
府
木
津
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

11月９日から15日は
「秋季全国火災予防運動」です。

　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるに
当たり、火災予防の意識を高めることで、火災の発
生を防止し、尊い命を守るとともに財産の損失を防
ぐことを目的としています。

住宅防火 いのちを守る ●�のポイント
❶寝たばこは絶対にしない、させない。

❷ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。

❸こんろを使うときは火のそばを離れない。

❹�コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラ
グは抜く。

❺�火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ
等は安全装置の付いた機器を使用する。

❻�火災の早期発見のために、住宅用火災警報器
を定期的に点検し、10年を目安に交換する。

❼�火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、
寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。

❽�火災を小さいうちに消すために、消火器等を
設置し、使い方を確認しておく。

❾�お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と
避難方法を常に確保し備えておく。

❿�防火防災訓練への参加、戸
別訪問などにより、地域ぐ
るみの防火対策をおこなう。

問相楽中部消防組合消防本部予防課
　　☎0774・75・1381

出典：消防庁
　　　ホームページ

（http://www.fdma.go.jp/）
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南山城村：道の駅 お茶の京都みなみやましろ村での啓発活動

和束町：白栖橋交差点での啓発活動

秋の交通安全運動における
街頭啓発（３町村）

　９月21日（土）～30日（月）までの10日
間、「古都の秋　ゆずる心で　事故ゼロへ」
の運動スローガンのもと秋の交通安全運動
がおこなわれました。
　笠置町では、９月30日（月）、国道163
号沿いと笠置キャンプ場にて秋の全国交通
安全運動に伴う街頭啓発をおこないました。
当日は、笠置町交通安全対策協議会委員と
ともに、運転手へハンドプレートでの注意
喚起やキャンプ場利用客へ啓発物品やチラ
シを配布するなど、効果的な取組をおこな
うことができました。
　和束町では、９月20日（金）、白栖橋交
差点で和束町交通安全対策協議会、木津警
察署警察官等で街頭啓発をおこないました。
道行くドライバーや通勤通学のみなさんに
啓発物品を配り、交通事故防止の呼びかけ
をしました。
　南山城村では、９月28日（土）道の駅「お
茶の京都みなみやましろ村」で、南山城村
交通安全対策協議会と主催で街頭啓発活動
をおこないました。
　道の駅の利用者に対して啓発物品の配布
を行い、交通安全の意識の高揚と交通マナ
ーの向上を呼びかけました。

宝くじの助成金を活用して消防団備品を整備しました（南山城村）

　南山城村では、令和６年度コミュニティ
助成事業において、消防用40ｍｍホース32
本、管槍２本、噴霧ノズル２個、分岐管１
個を整備しました。
　消防用ホースは南山城村消防団各部（全
７部）に配備し、山林火災等発生時の消火
活動に活用し、消防力の強化を図ります。
　この事業は、一般財団法人自治総合セン
ターによる宝くじの社会貢献広報事業とし
て、宝くじの受託事業収入を財源とするコ
ミュニティ助成事業で、宝くじ助成金を活
用しておこなったものです。

笠置町：国道163号での注意喚起 笠置町：笠置キャンプ場での啓発活動
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保健・福祉保健・福祉

12月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
12月  1日（日） 内科
    　  8日（日） 内科・小児科
    　15日（日） 小児科
    　22日（日） 内科・小児科
    　29日（日） 内科・小児科
    　31日（火） 小児科
※�11月分については広報れんけい10月号
をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分
診療時間 午前９時～
症状によって診察できない場合や京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988 直

当日電話予約制です

相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ

　
涙
は
、
微
生
物
を
流
し
た
り
し
て
目
の

表
面
を
保
護
し
た
り
、
目
の
表
面
を
滑
ら

か
に
し
て
光
が
目
の
中
に
入
る
よ
う
に

す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
ア
イ

は
、
涙
の
量
が
減
っ
た
り
、
涙
が
目
の
表

面
に
う
ま
く
乗
ら
な
く
な
っ
た
り
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
症
状
が
出
る
疾
患
で
す
。
オ
フ

ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
を
対
象
に
、
ド
ラ
イ
ア
イ

専
門
医
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
疫
学
調
査

（
O
s
a
k
a 

s
t
u
d
y
）で
は
、
男
性
の

60
・
1
％
、
女
性
の
76
・
5
％
（
全
体
と

し
て
約
65
％
）が
現
在
の
診
断
基
準
で
い

う
ド
ラ
イ
ア
イ
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
ア
イ
で
は
、
目
の
乾
燥
感
や
異

物
感
が
出
る
こ
と
は
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い

で
す
が
、
見
え
方
に
影
響
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
目
の
中
に
入
る
光
が
不
安
定
に

な
っ
て
見
え
方
が
落
ち
た
り
、
そ
れ
を
合

わ
せ
る
た
め
に
目
が
過
度
に
頑
張
っ
て
し

ま
い
、
目
の
疲
労
感
や
重
さ
を
感
じ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す（
い
わ
ゆ
る
眼
精

疲
労
）。
ま
た
、
目
が
乾
く
と
目
は
反
射

の
涙
を
出
し
ま
す（
反
射
性
流
涙
）。
風
が

吹
い
た
り
、
長
時
間
何
か
を
見
た
り
す
る

と
涙
が
出
る
症
状
は
、
実
は
逆
に
ド
ラ
イ

ア
イ
か
ら
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
涙
の
分
泌
が
落
ち
て
眼
脂
が
出
や
す

く
な
っ
た
り
、
傷
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
光

が
乱
反
射
し
て
ま
ぶ
し
く
な
っ
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
ア
イ
は
こ
の

よ
う
に
多
彩
な
症
状
を
き
た
す
疾
患
で
す
。

　

ド
ラ
イ
ア
イ
の
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り

ま
す
が
、
加
齢
に
よ
り
涙
液
は
少
な
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
生
活
習
慣
に

も
ド
ラ
イ
ア
イ
に
な
り
や
す
い
要
因
が
あ

り
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
に「
3
つ
の
コ

ン
」と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
す

な
わ
ち
エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
、
コ
ン
タ

ク
ト
で
す
。
エ
ア
コ
ン
に
よ
る
低
湿
度
や

低
温
、
ま
た
は
送
風
を
直
接
受
け
る
よ
う

な
環
境
は
よ
く
な
い
で
す
し
、
パ
ソ
コ
ン

作
業
が
長
く
な
る
と
瞬
き
の
回
数
が
減
り

ド
ラ
イ
ア
イ
に
な
る
頻
度
が
高
く
な
り
ま

す
。
コ
ン
タ
ク
ト
は
近
年
ド
ラ
イ
ア
イ
に

適
し
た
も
の
も
出
て
き
て
い
ま
す
が
、
基

本
的
に
は
レ
ン
ズ
の
表
面
と
裏
側
に
涙
を

分
け
て
し
ま
い
、
ド
ラ
イ
ア
イ
が
悪
化
す

る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

最
近
は
結
膜
か
ら
水
分
の
分
泌
を
促
す

点
眼
や
、
瞼
と
目
の
表
面
の
擦
れ
を
減
ら

す
よ
う
な
点
眼
も
処
方
薬
で
は
出
て
き
て

お
り
、
市
販
の
点
眼
で
は
難
し
い
ド
ラ
イ

ア
イ
も
改
善
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
の
で
、
目
の
症
状
で
お
困
り
の
方

は
眼
科
に
受
診
し
て
み
る
の
も
よ
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

よ
し
か
わ
眼
科
医
院

吉
川
大
和

そ
の
症
状
、

実
は
ド
ラ
イ
ア
イ
か
も

そ
の
112

献血にご協力ください（笠置町・南山城村）
日笠 置 町　11月22日（金）　午後２時～４時
　南山城村　11月22日（金）　午前10時15分～正午
所笠 置 町　笠置町役場
　南山城村　本郷コミュニティセンター
対男性　17歳から69歳まで
　女性　18歳から69歳まで
　男女とも体重50㎏以上の人
　※�65歳以上の人については60歳から64歳までに献血をされた人に限ります。
　※�患者や献血者の安全を確保するため、献血をお断りすることがあります。
持�献血カード、または運転免許証など本人確認ができるもの
駐車場 �本郷コミュニティセンター前は混雑するため駐車はご遠慮ください。やまなみホール駐車場か南山城村役

場の駐車場をご利用ください。
問笠置町保健福祉課　☎0743・95・2303 直
　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103 直
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老人クラブ公式わなげ大会結果

第１回 和束町老人クラブ
公式わなげ大会

開催日 10月９日（水）
会　場 和束B&G海洋センター

大会結果（団体の部）総合順位

優　勝：合同Ｂチーム
準優勝：南Ａチーム
３　位：湯船Ａチーム
４　位：杣田Ｃチーム
５　位：合同Ｃチーム

大会結果（個人の部）総合順位

１位：湊　　静代
２位：湊　　善実
３位：西山　龍子
４位：久保　豊子
５位：植村　祐子

６位：小西　令子
７位：稲垣　眞千子
８位：北　　清美
９位：村田　年宏
10位：前田　重吉

第４回 南山城村老人クラブ
公式わなげ大会

開催日 ８月23日（金）
会　場 やまなみホール

大会結果優　勝：南大河原百寿会チーム
　　　 準優勝：高尾老人楽寿会チーム
　　　 ３　位：田山老人寿会チーム

　和束町と南山城村老人クラブ連合会の公式わなげ大会がおこなわれました。どの大会も日頃の練習の成果を発
揮され熱戦が繰り広げられました。結果は以下のとおりです。

令和６年度第２回 笠置町職員採用試験実施要項
　笠置町では、令和７年４月１日採用の職員を下記のとおり募集します。
　第２回の職員採用試験は、社会人としての経験がある方を対象とし、その経験を笠置町の未来に
役立てていただける方、正しく適切に親切な仕事ができる方を募集します。
募集職種、受験資格、採用予定人数

職　種 受験資格 採用予定数
共通事項（A,B,C共通）①昭和59年4月2日以降に生まれた方　②学校教育法による高等学校以上を卒業した方
A ． 事 　 務 　 職 共通事項①② １名

B ． 技 　 術 　 職
共通事項①②
③�土木及び建築に関連する資格（土木又は建築施工管理技士、測量士（補）、建築
士、設計士（補）等）を有する方又は令和７年3月末までに資格を取得見込みの方

１名

C．福祉職・保健師
共通事項①②
③�保健師、社会福祉士、主任介護支援専門員のいずれかの資格を有する方又
は令和７年3月末までに資格を取得見込みの方

　（笠置町地域包括支援センターでの勤務です。）
１名

※通勤可能な方。　※地方公務員法第16条各号のいずれかに該当する方は、受験できません。　※試験結果が合格基準に満たない場合は、採用しない場合があります。

試　験　日

応募受付期間　11月１日（金）～15日（金）　閉庁日を除く、平日の午前９時から午後５時まで、郵送の場合も、11月15日（金）午後5時までに必着のこと
提 出 書 類　 ①笠置町職員採用試験申込書　②自己調書　③履歴書（JIS規格用紙または学校指定用紙を使用し、撮影後３か月

以内の写真（上半身、脱帽、正面向き、縦４㎝×横３㎝）を貼付こすると）　④受験票（履歴書に貼付した写真と同
じものを貼付すること）　⑤技術職、福祉職及び保健師を受験する方は、所有する資格の写し（取得見込みの場合
はそれを証明するもの（様式不問））　⑥職務経歴書（社会人経験者用）
※郵送の場合は、封筒表面に『採用試験申込書在中』と朱書きし、返信用封筒（長3サイズの封筒に460円分の切手（普通郵便+簡易書留）
を貼付し、返信先住所及び氏名を記入すること）を同封してください。�※①②④⑥は笠置町ホームページからダウンロードできます。
また笠置町役場総務財政課にも配架しています。�※提出された書類は、返却しません。　※書類に不備があった場合は受付できません。

採用予定日　令和７年４月１日
給　　　与　 笠置町職員の給与に関する条例等に基づき支給します。 

（令和６年４月１日現在の大卒初任給は、196,200円ですが、今後改定される場合や、職歴により加算される場合があります。）

提出先 ・問〒619-1303�京都府相楽郡笠置町大字笠置小字西通90番地の１　笠置町役場総務財政課　☎0743・95・2301

試　験 試　験　日 試　験　内　容
第１次試験 12月１日（日） 教養試験、適性検査
第２次試験 第１次試験合格者に通知します。 グループ面接
第３次試験 第２次試験合格者に通知します。 個人面接

行政
役場からの手続きや
行事などのお知らせ
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「税を考える週間」小学生の絵画展（３町村）

　11月11日（月）～17日（日）は「税を考える週間」です。笠置町・和束町・南山城村では、この期間中に「税金でつく
られているもの」をテーマに小学生の絵画展をおこないます。
日11月11日（月）～17日（日）
所笠 置 町　笠置町産業振興会館
　和 束 町　和束町役場住民ホール
　南山城村　南山城村文化会館（やまなみホール）
問笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302 直
　和 束 町 税 住 民 課　☎0774・78・3005 直
　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103 直
※「税を考える週間」については、国税庁ホームページ�https://www.nta.go.jp/�をご覧ください。

令和６年分　年末調整（定額減税関係含む）説明会について（３町村）

　下記の日時で「令和６年分　年末調整説明会」を開催いたします。今回の説明会については、給与支払者向けの定
額減税関係の説明を含みます。
　なお、説明会の参加には「事前予約」が必要ですので、下記連絡先まで、電話で事前申込をお願いします。
　また、申込状況等により、ご希望に添えない可能性がありますことをあらかじめご了承ください。

開催日時 開催場所 定員 留意事項 連絡先
11月22日（金）
第１部　午前10時～正午
第２部　午後１時30分～３時30分

文化パルク城陽ふれ
あいホール（城陽市
寺田今堀１番地）

各回150名
（参加無料）

【要事前予約】開催日前日午
後５時までにお電話でご予約
願います。※土日祝日を除く

宇治税務署
法人課税第１部門
☎0774・44・4457 直

令和６年度 和束町職員募集 案内（二次募集）
職種・受験資格および採用予定人数

職　種
受験資格 採用予定

人数年齢要件 資格要件

保健師
昭和60年
４月２日
以降に

生まれた人

保健師免許を有する人または令和７年３月末までに取得見込みの人
普通自動車第一種免許を取得している人

若干名社会福祉士 社会福祉士の資格を有する人で、事業所または行政機関等で３年以上の職務実績がある人
普通自動車第一種免許を取得している人

看護師 看護師免許を有する人または令和７年３月末までに取得見込みの人
普通自動車第一種免許を取得している人

※注：地方公務員法第16条（欠格条項）に該当する人は、受験できません。
試験実施日および内容
試　験 試　験　日 試　験　内　容
第１次試験 令和７年１月26日（日） 教養試験、適性検査、専門試験　※専門試験は、保健師のみ
第２次試験 第１次試験合格者に通知します。 個人面接（予定）　※第３次試験を行う場合あり

応募受付期間　11月５日（火）から12月20日（金）まで（但し、閉庁日は除く）　午前８時30分から午後５時15分まで
　　　　　　郵送の場合は封筒の表に「採用試験受験書類在中」と朱書きし、必ず簡易書留で送付して下さい。
　　　　　　（12月20日（金）必着）
提 出 書 類　・和束町職員採用試験申込書（和束町役場総務課にあります）
　　　　　　・和束町職員採用試験エントリーシート（和束町役場総務課にあります）
　　　　　　　ホームページでもダウンロードができます。http://www.town.wazuka.lg.jp/
　　　　　　・履歴書（市販のものに、最近６か月以内に撮影した写真を貼付）
　　　　　　・各種（保健師・社会福祉士・看護師）免許等の写しまたは免許取得見込証明書
　　　　　　・受験票返信用封筒�（長３サイズ�120mm×235mmの封筒に返信宛名を明記し、460円分(簡易書留）の切手を貼付）
　　　　　　・その他　第２次試験合格者については後日最終学校卒業証明書又は卒業見込証明書を提出していただきます。
採用予定日　令和７年４月１日
給　　　与　和束町職員の給与に関する条例の規定に基づき支給されます。初任給は次のとおりです。

採用時 大学卒 短大卒 高校卒
看護師 225,800 円 211,000 円
一般事務職 202,400 円 187,300 円 176,100 円

　　　　　　※�上記の額は、４月１日現在の基本給です。なお、上記の金額は今後改定される場合があり、また、職歴などがある方はその経歴に応じて加算
される場合があります。上記のほか、諸手当がそれぞれの支給条件に応じて支給されます。保健師・社会福祉士については、一般事務職と同
じ給料表が適用されます。

問〒619-1295�京都府相楽郡和束町大字釜塚小字生水14番地の２　和束町役場総務課　☎0774・78・3001
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令
和
７
年
相
楽
東
部
広
域
連
合

二
十
歳
の
つ
ど
い
の
ご
案
内

日
1
月
13
日（
月
・
祝
）

　
　
午
後
0
時
40
分
～（
受
付
は
正
午
～
）

所
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

対�

平
成
16
年
4
月
2
日
～
平
成
17
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
3
町
村
在
住
者

　
※�

以
前
３
町
村
に
在
住
し
て
い
た
方

で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課（
各
分

室
含
む
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

　
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6　
　

　
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

視
覚
相
談
会
の
ご
案
内

　

視
覚
障
害
で
お
困
り
の
方
で
、福
祉

制
度
の
利
用
や
社
会
参
加
に
つ
い
て
等
、

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
、御
相
談
く
だ

さ
い
。個
人
の
秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

日
11
月
26
日（
火
）

催
し

相
談

伝
統
文
化
伝
承
事
業

 『
着
付
け
教
室
』

日
12
月
6
日（
金
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

講
竹
歳　
留
美
さ
ん

対�

３
町
村
在
住・在
勤
の
18
歳
以
上（
高

校
生
不
可
）

定
先
着
５
名　
費
無
料

持
着
物
一
式（
小
物
等
貸
出
可
）半
幅
帯

　
※�

詳
細
は
申
込
時
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

期
11
月
18
日（
月
）～
29
日（
金
）

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

親
子
ふ
れ
あ
い
事
業

 『
ド
ロ
ー
ン
教
室
』

日
12
月
15
日（
日
）

　
　
午
前
10
時
～
正
午

所�

和
束
小
学
校
体
育
館
お
よ
び
グ
ラ
ウ

ン
ド

講
木
崎　
茂
さ
ん

対�

３
町
村
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者（
親
子
で
の
参
加
が
必
須
）

定
先
着
20
組（
１
家
族
／
１
組
）　

費
無
料

期
11
月
25
日（
月
）～
12
月
6
日（
金
）

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

講
座

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日
11
月
18
日（
月
）

　
　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
40
分

所
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講�

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

対�

和
束
町
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

問�

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

● 

笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日
11
月
6
日
（
水
）・
20
日
（
水
）

　
　
午
後
7
時
30
分
～
8
時
30
分

所�
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

講�

ア
イ
バ
ン
・
カ
ー
バ
ハ
ル
先
生

対��

笠
置
町
・
南
山
城
村
在
住
の
高
校
生

以
上
の
人

問
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　

 　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

�『
健
康
体
操
教
室
』

日
11
月
14
日（
木
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

所
つ
む
ぎ
て
ら
す
ホ
ー
ル

講
鷹
野　
明
子
さ
ん

問�

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

●
和
束
町
教
室

日
11
月
16
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

講
中
井　
薫
さ
ん

対�

和
束
町
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
。
子
ど
も
だ
け
、
大
人
だ
け
の

受
講
も
可
。

期�

受
講
申
し
込
み
は
5
日
前
ま
で
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
南
山
城
村
教
室

日
11
月
2
日（
土
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
和
室

講
菅
瀬　
操
仙
さ
ん

対�

笠
置
町
と
南
山
城
村
在
住
の
小
中
学

生
と
そ
の
保
護
者

　
※�

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
お
気
軽
に

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

費�

水
屋
費（
抹
茶
・
菓
子
代
等
）

　
5
0
0
円

問
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

142024.11︱vOL.224 広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

Information おしらせ 
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午
前
10
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

所
宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
①�
個
別
相
談（
一
般
・
こ
ど
も
）に

つ
い
て

　
・
日
常
生
活
に
つ
い
て

　
・�

視
力
低
下
に
よ
る
、
日
常
生
活
で

の
不
安
、
不
便
さ
の
軽
減
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス（
簡
単
な
日
常

生
活
動
作
、情
報
提
供
等
）

　
・�

視
覚
の
発
達
や
子
育
て
の
悩
み
等

　
②�

福
祉
用
具
等
相
談・体
験
に
つ
い
て

　
・�

白
杖
、
遮
光
眼
鏡
、
単
眼
鏡
、
拡

大
読
書
器
、音
声
時
計
等
の
展
示

　
・�

福
祉
機
器
の
活
用
や
ア
ド
バ
イ
ス

等

　
・
盲
導
犬
の
歩
行
体
験
等

　
③
就
労
・
就
学
に
関
す
る
相
談

　
　

�

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は
り
、
き
ゅ
う
師

等
に
つ
い
て

※
個
別
相
談
は
予
約
制

※
入
退
場
自
由

費
相
談
無
料

問�

京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

　
障
害
相
談
係

　
☎
0
7
5・5
3
1・9
6
0
8

　
（�

予
約
に
つ
い
て
は
各
市
町
村
役
場　

障
害
担
当
窓
口
へ
）

人
権
・
行
政
相
談（
笠
置
町
）

日
11
月
19
日（
火
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所
笠
置
会
館　
1
階
会
議
室

問�

笠
置
町
人
権
啓
発
課（
人
権
）�

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0
直

　
笠
置
町
総
務
財
政
課（
行
政
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1
直

行
政
相
談（
和
束
町
）

〈�

茶
源
郷
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
、
相
談

日
を
設
け
ま
す
〉

日
11
月
23
日（
土
・
祝
）

　
　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分

所�

和
束
運
動
公
園（
茶
源
郷
ま
つ
り
会

場
内
）

問�

和
束
町
総
務
課

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1
直

人
権
相
談（
和
束
町
）

日
11
月
27
日（
水
）

　
　
午
後
1
時
30
分
～
4
時

所�

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問�

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権
・
困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日
11
月
20
日（
水
）

　
　
午
前
９
時
30
分
～
正
午

所�

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問�

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日
11
月
21
日（
木
）

　
　

�

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

所�

役
場
会
議
室

問 

・
予 

　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
直

※�

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要

で
す
。事
前
予
約
は
11
月
20
日（
水
）

午
後
5
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

時�
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問�

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
3
直

実
施
日

場
　
所

11
月
19
日（
火
）
飛
鳥
路
集
会
所

11
月
20
日（
水
）
東
部
区
集
会
所

11
月
29
日（
金
）
笠
置
会
館

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

時�

午
後
1
時
30
分
～
3
時

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日
11
月
20
日（
水
）

　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

所�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―
10

　
（�

J
R
木
津
駅
西
口�

ロ
ー
タ
リ
ー
前
）

費�

無
料	

問�

同
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

　
※�

相
談
会
の
日
以
外
で
も
、
ご
相
談

を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

　
「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き

実
施
日

場
　
所

11
月
15
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

11
月
22
日（
金
）
高
尾
公
民
館

11
月
27
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
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取
り
に
く
い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の

会
話
が
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た
。」

「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い
が
…
」な

ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
自
分
の
聴

力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、
聴
力

測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
相
談
会

日
11
月
15
日（
金
）

　
　
①
午
前
10
時
～　
②
午
前
11
時
～

　
　
③
午
後
１
時
～　
④
午
後
２
時
～

所�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）　

巡
回
相
談
会

日
11
月
8
日（
金
）

　
　
①
午
前
11
時
30
分
～　
②
正
午
～

　
　
③
午
後
１
時
30
分
～　

所�

南
山
城
や
ま
な
み
ホ
ー
ル　
研
修
室

内�

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

（�

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対��

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
人
と
そ
の
家
族

費�

無
料

申�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・

住
所
・
電
話（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相

談
内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多

い
場
合
は
、
変
更
を
お
願
い
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

問�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

※�

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　　
親
子
で
集
ま
り
、
子
育
て
の
情
報
交
換
や

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
集
団
の
中
で
思
い

切
り
遊
べ
る
場
で
す
。
保
育
園
に
入
園
し
て

い
な
い
子
ど
も
を
対
象
に
、
子
育
て
の
仲
間

の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
（
3
町
村

い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の
方
も
参
加
可
能
）

ほ
っ
と
サ
ロ
ン

対��

0
歳
～
小
学
6
年
生
の
保
護
者

　
（�

就
学
前
の
お
子
さ
ん
同
伴
可
）

日�

・
所��

※�

11
月
は
次
の
通
り
で
す
。

　
6
日（
水
）

子
育
て
支
援
の
お
し
ら
せ

　
　
木
津
高
校（
高
校
生
と
の
交
流
）

　
　

�

午
前
10
時
45
分
～
午
後
12
時
30
分

　
　
※�

詳
し
く
は「
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
11

月
号
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
12
日（
火
）

　
　
つ
む
ぎ
て
ら
す

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

�　
22
日（
金
）

　
　
笠
置
保
育
所

　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

　
予
約
不
要
。
子
育
て
真
っ
最
中
の
方
。

ち
ょ
っ
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

問�

笠
置
地
域
学
校
協
働
本
部

　
（
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
）

　

�（
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会　

笠
置
町
分
室
内
）

　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

す
く
す
く
広
場

曜�

毎
週　
水
曜
日

　
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
※
日
に
よ
っ
て
内
容
は
異
な
り
ま
す
。

所�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
和

束
保
育
園
内
）

　

�
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。
利

用
に
つ
い
て
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問�

和
束
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
2
1
5
6

ひ
よ
こ
広
場

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

曜�

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所�

南
山
城
村

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
機
能
訓
練
室
内
）

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

M
R
I（
磁
気
共
鳴
画
像
）装
置

の
更
新
に
つ
い
て

　

M
R
I
装
置
の
更
新
に
よ
り
、高
画

質
、短
時
間
で
の
撮
影
が
可
能
と
な
り

ま
す
。ま
た
、検
査
空
間
が
こ
れ
ま
で
よ

り
も
広
く
な
り
、検
査
中
に
は
映
像
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、快
適
に
検
査

を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
2
3
5

労
働
保
険
未
手
続
事
業

一
掃
強
化
期
間

　
「
労
働
保
険
」と
は
、「
労
働
者
災
害

補
償
保
険（
労
災
保
険
）」と「
雇
用
保

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
し
ら
せ

そ
の
他
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取
り
に
く
い
」「
騒
が
し
い
場
所
で
の

会
話
が
聞
き
取
り
に
く
く
な
っ
た
。」

「
補
聴
器
を
使
っ
て
み
た
い
が
…
」な

ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
自
分
の
聴

力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、
聴
力

測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
相
談
会

日
11
月
15
日（
金
）

　
　
①
午
前
10
時
～　
②
午
前
11
時
～

　
　
③
午
後
１
時
～　
④
午
後
２
時
～

所�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）　

巡
回
相
談
会

日
11
月
8
日（
金
）

　
　
①
午
前
11
時
30
分
～　
②
正
午
～

　
　
③
午
後
１
時
30
分
～　

所�

南
山
城
や
ま
な
み
ホ
ー
ル　
研
修
室

内�

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

（�

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対��

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
人
と
そ
の
家
族

費�

無
料

申�

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

　
　

�

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・

ひ
よ
こ
広
場

対�

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

曜�

毎
週　
月
・
水
曜
日

　
　
午
前
９
時
～
正
午

所�

南
山
城
村

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
機
能
訓
練
室
内
）

問�

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

M
R
I（
磁
気
共
鳴
画
像
）装
置

の
更
新
に
つ
い
て

　

M
R
I
装
置
の
更
新
に
よ
り
、高
画

質
、短
時
間
で
の
撮
影
が
可
能
と
な
り

ま
す
。ま
た
、検
査
空
間
が
こ
れ
ま
で
よ

り
も
広
く
な
り
、検
査
中
に
は
映
像
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、快
適
に
検
査

を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
2
3
5

労
働
保
険
未
手
続
事
業

一
掃
強
化
期
間

　
「
労
働
保
険
」と
は
、「
労
働
者
災
害

補
償
保
険（
労
災
保
険
）」と「
雇
用
保

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

か
ら
の
お
し
ら
せ

そ
の
他

険
」と
を
総
称
し
た
言
葉
で
あ
り
、
常

勤
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
名

称
や
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働

者
を
１
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
は
原

則
、
強
制
適
用
事
業
で
あ
り
、
成
立
手

続
を
行
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は「
未
手
続
事
業
一

掃
対
策
」を
、
年
間
を
通
じ
た
主
要
課

題
と
し
て
位
置
付
け
た
上
で
、
11
月
を

「
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
強
化
期

間
」と
し
、
全
国
に
お
い
て
集
中
的
な

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　
心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時

間
体
制
で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相

談
は
無
料
で
す
。

◇�

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス

い
た
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、

お
名
前
と
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇�

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村

に
お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で

相
談
で
き
ま
す
。

◇�

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

催 し
わかさみなぎる地域の支え愛協議会
「クリスマス会」のお知らせ

　未来を託す子どもたちが健康で安心して育つことができるよう、相楽東部地域ならではの子育て支援を目的と
した交流会をおこないます。
　ぜひご参加ください。
日12月１日（日）
　　午後１時30分～4時
所笠置いこいの館２階　京都府相楽郡笠置町笠置隅田24
対未就学児・小学生・保護者・子育てに関心ある方　等
内えんぴつ立てづくり、お菓子釣り、手相、ボディケア、ビンゴ大会　等
　※保育ルーム・休憩室あります。
申各町村社会福祉協議会に11月20日（水）までにお申込みください。
　笠置町社会福祉協議会　☎0743・95・2750
　和束町社会福祉協議会　☎0774・78・3312
　南山城村社会福祉協議会　☎0743・93・1201
主催わかさみなぎる地域の支え愛協議会
　　 （笠置町社会福祉協議会･和束町社会福祉協議会･南山城村社会福祉協議会）
後援笠置町･和束町･南山城村･相楽東部未来づくりセンター ･京都府山城南保健所

昨年度の様子

募 集
笠置町制施行90周年記念事業

「10年後の未来への手紙」
　笠置町は、昭和９年１月１日に町制を施行し、今年で90年を迎えました。
　次の10年後には100周年になることから、「10年後の未来への手紙」を募集します。
　「10年後の自分へ」、「10年後の家族へ」、「10年後の笠置町へ」など、10年後の誰かに
お手紙を書いてみませんか。みなさんの思いの詰まったお手紙をお待ちしています。
日11月22日（金）　午後１時30分～
所産業振興会館
　（詳細は、チラシやホームページでお知らせします。）
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催 し

茶源郷和束フォト＆スケッチコンテスト
表彰式・作品展示会

　茶源郷和束フォト＆スケッチコンテストは、作品を通
して和束の特色、グルメ、文化、人などの幅広い魅力を
発信する目的で開かれています。茶源郷まつりの会場で、
応募いただいた作品の展示と表彰式をおこないます。
日11月23日（土・祝）（茶源郷まつり当日）
　 展示 午前10時30分～午後５時30分（予定）
　 表彰式 午後12時30分～１時（予定）
所茶源郷まつり会場内
　 展示 茶源郷まつり会場内
　 表彰式 �茶源郷まつり屋外ステージ（和束運動公園内）
問和束町地域力推進協議会
　　☎0774・78・3002直

和束町茶源郷まつり

令和６年度　茶源郷まつり開催‼
　11月23日（土・祝）、和束運動公園および周辺施設にて茶源郷まつりがおこなわれます。
「茶の香り、地域の絆、共に楽しむ茶源郷」をテーマに、和束茶の販売をはじめとした物販
ブースや町内業者を中心とした飲食店ブース、屋外ステージでの音楽ステージなどを楽し
めます。また、まつりのフィナーレには花火の打ち上げを予定しています。
　ぜひ、みなさんお誘い合わせの上、お越しください。
日11月23日（土・祝）　午前10時30分～午後５時30分（花火打ち上げ　午後５時30分～）
所和束運動公園および周辺施設
問茶源郷まつり実行委員会（和束町総務課）　☎0774・78・3001直

茶農家と行く和束石寺景観茶畑ウォーク
　普段は立入禁止の茶畑エリアを歩く、この日限り
の特別な企画です。石寺茶畑景観の中を地元茶農家
の案内で散策します。石寺の茶畑でつくられた“こ
の場限りのお茶”の試飲・販売もおこないます。ぜ
ひこの機会に、お茶の生産風景を体いっぱいに感じ
てください。
　時間や料金、申し込み方法などが決まりましたら、
和束町ホームページに掲載します。
日11月23日（土・祝）（茶源郷まつり当日）
問和束町地域力推進課
　　☎0774・78・3002直

令和５年度最優秀賞
「雪化粧」北村正博さん

令和５年度最優秀賞
「実相寺の名木榧」

辰巳邦彦さん
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農村宿泊体験（農泊）11月号
　受入家庭のみなさん、こんにちは。
下半期の受入がスタートしています。
　今年度は教育旅行の受入が下半期
に集中していて、多くの家庭さんと
お会いできる機会も増え、ご家庭同
士の交流などをきっかけにお話しす
ることができて嬉しいです。
　今月は100名規模の受入（昨年も
来てくださった東京の中学生）も予
定しておりますので、よろしくお願
いします。

京都やましろ体験交流協議会 ☎ 0774・78・3396　  info@chagenkyo.com� 担当：鍵岡・湊・谷本

　笠置町・和束町・南山城村を中心に組織した「京都やましろ体験交流協議会」では、子どもた
ちや海外の方々と農村のありのままの生活を共に送る「農泊」事業を進めています。子どもたち
と一緒にごはんを作り、お茶を急須で淹れて飲み、話し、家族のように過ごしていただきます。
　少しでも受入にご興味をお持ちいただいたみなさまに、事務局が全力でサポートいたします。
事務局までお気軽にご連絡ください。

新規新規
受入家庭受入家庭
大募集!大募集!

催 し
山城地域喫茶交流茶会

　宇治茶の主産地相楽地域で、茶道、煎茶道、日本茶インストラクターがそれぞれのお茶の点て方、淹れ方、作
法で抹茶、玉露、煎茶等の接待をいたします。
同じ会場で三席楽しんでいただけます。どうぞお気軽にご参加ください。
日11月30日（土） 　午前９時～午後３時
　 １回目 　午前９時30分～11時　　 ２回目 　午前11時～午後12時30分　　 ３回目 　午後１時～２時30分
テーマ 「ロマンの心」
所笠置町　つむぎてらす　※駐車場はつむぎ周辺　笠置町笠置隅田27番地　☎0743・95・2107
内茶席（各席10名）
　　茶道　裏千家　　　　　　北口　宗弘
　　（公財）煎茶道方円流　　　井上　敬園
　　日本茶インストラクター　中山　美雪
茶券 1,000円（３席それぞれお茶とお菓子付）
※事前に茶券を発行します。希望時間ございましたら下記のお問合せ先までご連
絡お願いします。なお、ご希望に添えない場合があります。定員になり次第締め
切ります。当日券はありません。

主催山城喫茶文化連盟
後援笠置町　宇治茶振興助成事業（公益社団法人京都府茶業会議所）
問山城喫茶文化連盟　黄瀬　☎090・4289・7734

19 2024.11︱vOL.224広報  れんいけ
れ いんけ
れ いけん
れんけい

れ いけん

おしらせ Information



献立例

松風焼き松風焼き

吉野汁吉野汁

３ 町 村 人 口
人口・世帯数（令和６年10月１日現在）

笠 置 町
☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

人　口�1,083人　
世帯数�� �572世帯

（減7）
（減1）
和 束 町

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

人　口�3,402人　
世帯数�1,649世帯

（減2）
（減1）
南山城村

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

人　口�2,394人　
世帯数�1,200世帯

（減6）
（減5）

【相楽東部広域バス】好評運行中
※10月１日よりダイヤが一部変更となりました。

運行日：毎日（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）
運　賃：最大300円

【運行状況や忘れ物に関すること】�株式会社キタモリ�☎0595・38・1524
【その他の問合せ】�南山城村総務財政課� ☎0743・93・0102

運行状況確認QRコード

◦月ヶ瀬口駅発　６：25／８：15／ 10：15／ 12：45
◦加茂駅発　　　７：25／９：10／ 11：10／ 13：45

平日（月～金）

◦月ヶ瀬口駅発　８：15／ 10：15／ 12：45／ 15：15
◦加茂駅発　　　９：10／ 11：10／ 13：45／ 16：40

休日（土日祝）

❶�かつお節でだし汁をとる。
❷�鶏肉を細切れにする。
❸�白菜はざく切り、人参はイチョウ
切り、青ねぎは小口切り、厚揚げ
はさいの目に切る。
❹�鍋に油を入れて熱し、鶏肉を炒め
る。
❺�酒、塩を入れる。
❻�出し汁を入れる。
❼�白菜の芯、人参を入れる。
❽�調味料を入れる。
❾�水溶きかたくり粉でとろみをつけ
る。
❿�厚揚げ、青ねぎを入れる。

作り方

鶏ひき肉�������200ｇ
鶏卵����������２個
豆腐����������１丁
玉ねぎ��������200ｇ
みそ��������� 35ｇ
生姜����������４ｇ
こしょう������ 0.05ｇ
いりごま��������８ｇ
青のり�������� 0.5ｇ
サラダ油������� 12ｇ

材料（４人分）

❶�鶏卵は割ってといておく。
❷�豆腐は水切り、玉ねぎはみじ
ん切り、生姜はおろしておく。
❸�鶏肉だけをしっかりこねて粘
りを出す。
❹�他の材料をすべて混ぜ合わせ
る。
❺�鉄板に広げ、１６０℃のコンビ
で15分程度焼く

❻�等分に切る。

作り方

松風焼き松風焼き

もも肉���������� 60ｇ
厚揚げ���������� 60ｇ
酒������������ �４ｇ
塩������������ 0.4ｇ
油�������������４ｇ
白菜����������� 80ｇ
人参����������� 40ｇ
青ねぎ���������� 20ｇ
塩�������������１ｇ
こしょう��������� 0.1ｇ
うす口しょうゆ������ 12ｇ
こい口しょうゆ�������４ｇ
かつお節��������� 12ｇ
水������������560ｇ
かたくり粉�������� 12ｇ

材料（４人分）

吉野汁吉野汁

☆『おはなしのじかん』のご案内
日11月17日（日）午前10時30分～
所和束町体験交流センター ホール ２階和室
　おはなしサークル「まーぶる」さんによる絵本
などの読み聞かせをおこないます。予約不要。

和束町体験交流センター
図書室から ☆『ブックカフェ』のご案内

　11月22日（金）午後６時30分より、南山城村図書室
にて『ブックカフェ』をおこないます。紹介したい本は
おひとり３冊までご持参ください。もちろん見学のみの
ご参加も歓迎いたしますので、お気軽にご参加くださ
い。お申し込みは各図書室まで。詳しくは図書室およ
び教育委員会で配布しているチラシをご覧ください。

読書活動推進事業
編

集
・

発
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